
被　　服

2Ra－3 蛍光増白剤の洗浄過程における移染挙動（第2報）
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　目的　蛍光増白布から未増白布への洗浄中の移染現象について、布の白度変化と蛍光増
白剤（以下F B Aと略す）の脱着・移染量を調べた。直接染料型FBAによる綿増白布の

移染挙動について報告した第１報との比較から、F B Aと洗浄液の影響を検討した。
　方法　試料は塩基性染料型F B Aによるアセテート増白布、反応染料型F B Aによる綿
増白布、ポリエステルまたは綿・ポリエステル混紡の市販増白布10種である。綿とアセテ

ートは、増白布及び増白布と同素材の未増白布を水、界面活性剤（ＬＡＳ、AE、市販中
性洗剤）水溶液を用いて、浴比1:50、40℃、振とう回数120 s.p.m.で30分間洗浄した。

ポリエステル増白布は水あるいはテトラクロロエチレンで洗浄し、ドライ洗浄では20℃、
70s.p.ai.とした。増白布と移染布の白度を蛍光強度、C I E系の測色、ホワイトスケール
による視感判定によって調べ、F B Aの脱着・移染量を残浴比色により定量した。

　結果　塩基性染料型ＦＢＡ／アセテートでは、増白布から数～10％のF B Aが脱着・移
染し、最高増白布と洗浄した移染布はホワイトスケールで３段階、過増白布と洗浄した場
合は４～５段階、白度が増加し、一移染が顕著であった。Ｆ ＢＡの脱着量は水洗浄より界面

活性剤水溶液による洗浄の方が多かったが、移染布の白度は両者に差がなかった。
　反応染料型FBA／綿増白布は脱着量が少なく、移染布の白度増加は過増白布に対して

も２段階と小さかった。同一の母核構造をもつ直接染料型F B Aと比較して、反応染料型
FB Aでは湿潤堅ろう性が著しく改善されることが確認された。ポリエステル増白布を水
またはテトラクロロエチレンで洗浄した場合、移染は認められなかった。
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．目的　われわれは従来より、粒子汚れのモデルとして高分子ラテックスを用い、アニオ

ン界面活性剤である硫酸ドデシルナトリウム( S D S )水溶液中における繊維への付着性

について研究してきた。今回は、ポリエステル繊維と木綿繊維を用い、ポリスチレンラテ
ックスの付着性及び脱離性に及ぼすS D Sの臨界ミセル濃度（ｃｍｃ）付近の濃度の影響

について、これら繊維の表面特性との関連において詳細に検討した。

　方法　ラテックスは乳化剤不在系で合成して用いた≪ ζ電位の測定は、繊維は流動電位

法、ラテックスは顕微鏡電気泳動法により行った。付着実験は、布をラテックス分散液に
浸潰し、一定時間静置あるいは振滋した。分散液の吸光度の変化より、付着量を求めた。

脱離実験は、汚染布及び洗浄布のラテックス粒子数を走査型電子顕微鏡写真より求め、脱
離率を算出した。

　結果　用いた繊維とラテックスのζ電位は、いずれのP Hにおいても負値を示したが、

酸性側においてその負値は小となった。S D S不在系では、いずれの繊維も酸性側におい
て大きな付着性を示した。静置系におけるポリエステル繊維への付着は、S D Sのc m c

　（cmc:6.2×10-^niol･dm-^.Ionic strength:5×10-=,25℃）付近の濃度で防止された。木綿

繊維では、c m c 以下の濃度で付着防止効果がみられた。振磋系は静置系より付着量は大
となるが、付着防止効果を示すS DS t6度は静置系のそれと変わらなかった。脱離につい

ては、ポリエステル繊維の場合、S D Sのc m c 以上の･濃度において脱離率は増大し、振

礎により、さらに向上した。木綿の場合は、S D S不在系において高い脱雌率を示した。
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